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研究成果概要 

我々は平成 29 年 12 月より XENON 実験に参加、XENONnT 実験における中性子班

同時計測システム(nVETO)の製作をイタリア、ドイツのグループと共同で進めている。

平成 30 年 9 月に nVETO としてガドリニウムを水に溶解した手法を用いることが決定

された。平成 30 年度の本研究では、柏キャンパスの計算機を用いて nVETO の設計に

関するシミュレーション的研究を行い（図 1）、関連する結果を[1]として発表した。 

[1] “Evaluation of the performance of the XENONnT neutron veto via Monte Carlo 

simulation” 上野龍一 (国際会議 ポスター発表)  
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図 1 本研究で行われた XENONnT 実験のバックグラウンドの見積もり。左図がラド

ンからのバックグラウンドのエネルギースペクトル、右図がその発生点である。 
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